
　T&D保険グループでは、平成26年度から平成27年度までの2ヵ年のグループ中期経営計画「新たな挑戦（Try）と発見

（Discover）～グループ力の結集～」に取り組んでいます。グループ中期経営計画は、以下の5つの全体方針を定め、この方針に

沿って「グループ成長戦略」と「グループ資本政策」を進めることにより企業価値の安定的・持続的な増大を図ります。

グループ中期経営計画全体方針
１. 持株会社のもと、異なるビジネスモデルを有する３つの生命保険会社が、独自性・専門性を最大限発揮することで、
グループ企業価値の向上を実現します。

２. コアビジネスである国内生命保険事業でのプレゼンス向上を最優先事項とし、成長を達成します。
３. ERMのフレームワークに沿って、持続可能なビジネスモデルを強化します。
４. コアビジネスである国内生保事業の成長性を強化・拡大することを目的に、提携・M&Aの機会を追求します。
５. 将来的な国内生保事業の補完として、海外生保事業や周辺事業へ事業投資等を行い、中長期的な成長を志向して
いきます。
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■ 自社のビジネスモデルに特化したブティック型中核生保3社
の独自性と専門性の最大発揮

■ 中核生保3社の特化市場におけるさらなる成長機会の追求と
市場深耕の推進

　 ▶ 太陽生命：家庭市場での保険加入余地への対応
　 ▶ 大同生命：中小企業市場のさらなる深耕と新たなマーケッ

トの創出・拡大
　 ▶ T&Dフィナンシャル生命：金融機関等代理店の拡充と差別

化した商品提供

資産運用戦略

■ 負債特性とリスクリミットを踏まえた運用戦略
■ 上記運用戦略に則ったポートフォリオの構築を通じて、流動
性に配慮しながら金利変動や株価変動等に係るリスク量を
機動的にコントロールし収益を追求

アセット・
マネジメント戦略 ■ グループコアビジネスのひとつと位置づけて積極展開

事業投資（提携等を含む） ■ 事業投資（提携等を含む）などによる成長機会の追求

グループ資本政策（健全性と資本効率性の両立）

ERMの推進 ■ 収益・リスク・資本の一体管理を通じた健全性と収益
性の両立

株主還元方針 ■ 安定的な「現金配当」と機動的な「自己株式の取得」
による株主還元

戦略的投資
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■主要経営指標

企業価値（EV） EV成長率（ROEV）7.5%を超える安定的・持続的な成長
（平成27年度末のEV　2兆2,000億円以上）

利益（財務会計） 平成27年度の実質利益　770億円以上
契約業績 平成27年度末の保有契約高　63兆円以上

（*1） 上記経営指標は、金融環境等の外部環境の前提が設定時の水準から大きく乖離することなく推移することを仮定しています。また、計画策定時点に行った将来の予測等が
含まれており、様々なリスクや不確実性が内包されていることから、将来の実績が上記指標と大きく異なる可能性がある点をご承知置きください。

（*2） 実質利益とは、当期純利益に、負債性内部留保（危険準備金繰入額、価格変動準備金繰入額）のうち法定繰入額を超過した分を加算して算出しています（金額は税引後）。
（*3） 保有契約高は、個人保険・個人年金保険および大同生命のJタイプ・Tタイプ等を含む広義ベースとしています。

T&D保険グループ中期経営計画（平成26年度‒平成27年度）
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